
動きが 速く、すそ野 が広い
ESGの情 報を網 羅するために
情 報の質と量、AIによる「あなたへのイチオシ」、
情 報 共 有ツールをフル活用

NIK K EI The K NOWLEDGE 導入の目的は？

・動きが速く、すそ野が広いESGについて、必要な情報を効率よく集めたい

・担当分野や知識の濃淡によるメンバー間の情報収集の質量の差を埋めたい

・400以上の専門誌・媒体でESGの情報を早く・広く・深く収集できるようになった

・AIによる「あなたへのイチオシ」やメール通知など、最新情報が自動で集まるように

なった

・個人では到達できない情報にたどり着くことができるようになった

石油資源開発株式会社は1955年の創立以来、主には国内石油資源の新規探鉱・
開発活動を通じて戦後日本の高度経済成長を力強く支えました。今後の持続可
能な社会と事業成長の両立に向け、同社のサステナビリティ推進グループは使命
感を持って日々活動しています。

石油資源開発株式会社
経営企画部　サステナビリティ推進グループ
グループ長　田中 博章 氏、和﨑 朝菜 氏（オンライン）、鈴木 祐太 氏、薮根 英美 氏
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その 効 果は？



できるように 心がけています。そのために
は、情報収 集がとても重要になってきます。
社内へのインプットだけでなく、ウェブサイ
トや統合 報告書 等を通じて、当社の持 続 的
成 長 に 資 す る 非 財 務 情 報 を 開 示 して、ス
テークホル ダー の 皆さまから、評 価と信 頼
を高め、企業価値の向上に努めています。

情 報 収 集の習 慣 化と
収 録 媒体 の多さが
情 報の量と質を担 保する

― NIKKEI The KNOWLEDGEを導入する
ことになった経 緯について教えてください。

薮根： 2022年の12月からトライアル利用し、
2023年 4月から正 式に 利 用を開 始しました。
現在は当グループを構成する4 名で利用して
います。
ESGは 非 常に流 れ が 速いうえに、情 報 がさ
まざまな 媒 体 に 散らばってい るので、必 要
な 情 報を効 率よく集 める方法を常に模 索し
ていました。日ごろから的 確 に情 報を入手
しておかないと、ESGのトレンドを検 知して
弊 社がいかに対応すべきかを経営陣に提 案
することができません。他 社の動 向も逐 一
把握しておく必要があります。
メンバー 一人ひとりは 責 任 感 を持って 取り
組 んでいますが、それでも担当分 野 の 枠 や
知 識の濃 淡 があるため、集 める情 報の質と
量に個 人 差が 発 生することは避けられませ
ん。そこに何 かてこ入れをするの も 難しく、
結 果として個々が独自の方法で得た 情 報を
共有して終わりになっていました。
導入前まではこれが当たり前と思ってやって

今 回 は、同 社 経 営 企 画 部 サ ステ ナ ビ リ
ティ推 進グループのメンバーに、NIKKEI 
The KNOWLEDGEの 活 用 方 法 や 効 果 に
ついてお話をうかがいました。

「 E S G 」の 情 報 収 集と
開 示を担う

―エ ネル ギ ー 安 定 供 給 を行 う御 社 に お い
て、サステナビリティ推 進 グル ープが 担う
役割についてお聞かせください。

田中さん（以下、敬称略）：当グループは、
損 益 計 算 書 や貸 借 対 照 表などの 財 務 情 報
を除いた「非財務 情報」を取り扱っています。
具体 的 にはESG情 報（環 境、社 会、企 業 統
治）に加え、中長 期の 経営戦 略 や 経営 課 題
などを指します。これらの情報は、「見えな
い資 産」であり、企 業 価 値 の 創 出、持 続 的
な成 長 を示す上で、重 要 性 が 高まっていま
す。我々は、非財 務 情 報の対外 開示にあた
り、社 内の 担 当部 署に働きか け、取り組み
や開 示の改善にかかるポイントをお 伝えし
ています。社内担当部 署に、ESGの課 題に
対して腹 落ち 感 をもって 取り組 んで もらう
ために、なぜ今それが必 要かを丁寧に説明

いましたが、NIKKEI The KNOWLEDGEを
活 用してい る今、当 時 を振り返ると、非 効
率だったなと思います。

―業 務の中でNIKKEI The KNOWLEDGE
はどんな風に活用していますか？

薮 根：キーワードを 登 録 すると、関 連 する
新 聞 や 雑 誌 記 事 の ヘッドラ イン を1日2回、
朝 夕にメールで 知らせ てくれます。意 識し
て取り組まないと情 報収 集はなかなかでき
ないもので、決まった時間にプッシュしてく
れるのはとてもありがたいですね。

鈴 木：情 報収 集 が習慣化されるので、時 間
の 有 効 活 用 にとても 役 立 ちます。NIKKEI 
The KNOWLEDGEの 機 能 を 使 って、メ ン
バー同士で記事を共 有できる点も便利です。
担当外の分 野についての理 解が深まる点で、
たいへん助かっています。

田 中：テーマに合 わ せてキーワード登 録を
すると、ヒットした 記 事が 一 覧 で並 びます。
当たり前のようですが 実はこれが 非常に便
利なのです。特定のワードについて網 羅 的
に 調 べ る こ と が で き、NIKKEI The 
KNOWLEDGEはかゆい所に手が届くサービ
スだと感じています。

和﨑：日 経 新 聞 や、日 経BP社 が 発 行 する
様々な 分 野・業 界 の専 門 誌も含めて、横 断
的に調 べることができるのは便利です。登
録したテーマに対して収 集された記 事を読
むと、興 味・関 心 を学 習して次 に 読 むべき
記事をレコメンドしてくれるのも、優 秀なア
シスタントという感じで助かります。

A Iが自分以 外 の 視 点を
取り込 んで 、幅 広く 、
そして深く解 像 度の高い
理 解 に到 達できる

― NIKKEI The KNOWLEDGEを 利 用して、
どのような効果を感じますか？

田 中：NIKKEI The KNOWLEDGE で は AI
が 記 事をおすすめしてくれますが、4人のメ
ンバーが 使うことで、それぞ れ の 視 点をAI
が学習してくれています。結果、自分 一人で
は 得 ることが できないような 幅 広い、かつ
業 務上の必 要性にマッチした記事にたどり
着くことができているように感じます。
加えて、コメント機 能を 使って 記 事 の 共 有
を日常的に行うことを通じて、コミュニケー
ション が以 前より密 になりました。コロナ
禍 に お けるリモ ートワ ー ク で 停 滞 気 味 に
なっていたコミュニケーションを、再起 動す
る1つのきっかけになったと思います。

鈴 木：ESGの領 域は専門 用語が 多く、知れ
ば 知るほど わからないことがかえって増え
ていくような面があります。
そ れ ら を 逐 一 NIKKEI The KNOWLEDGE
を 使って確 認すると、記 事 を 通して用 語 の

意 味を理 解できるのに加えて、他 社の取り
組 み な ど に つ い て も 情 報 が 入ってきま す。
情 報の深 掘りの 起 点にもなりますし、自然
と解像 度の高い理 解に到達できるのはいい
ですね。

和﨑：個人的な感覚で恐 縮なのですが、「上
司 の 期 待 に 応 える 回 答」が で きる よう に
なったと感じています。
私は異動してきてまだ2年で、以前はまった
く畑 違いの 部 署にいたこともあり、当初 は
サステナビリティ推 進と言 われてもわから
ないことだらけ でした。上司 からの「日 経
新聞の記事の背景や事 実関 係を確 認してく
ださい」という指 示にも 以 前は手 間 取って
いたのですが、NIKKEI The KNOWLEDGE
を 使うようになってから、上司の 視 点 が自
分の中に蓄積されているように感じます。
上 司 の 指 示 を 受 け て NIKKEI The 
KNOWLEDGEで注目したいテーマを設 定し
て日々記 事 を読 んでいくことで、上司の 問
題 意 識に関する情 報 がレコメンドされるよ
うになります。日常 的にそれらの記 事に目
を 通していくことで、上司の 関 心 事 項 につ
いて、自分 の中に知 識 が 蓄えられていくわ
けです。結 果、上司からの 質 問にスムーズ
に対応できるようになりました。

― 今 後、NIKKEI The KNOWLEDGEを さ
らに 活 用していくために、期 待 することは
ありますか？

田中：当社のようにエネル ギー資 源の開 発
と生 産をともに行う同業他社は海 外に多い
ので、その 動 向 もサー チできるよう、海 外
の媒体も追加されたら嬉しいですね。

鈴木：NIKKEI The KNOWLEDGEを社内イ
ントラに連 携できると、全社 的な 情 報 感 度
アップにつな がるか もしれません。社 内の
イントラネットのトップページからNIKKEI 
The KNOWLEDGEのレコ メンド 記 事 を 見
られると、情 報 共 有 が 幅 広く、ス ムーズに
進むようになると思います。

和﨑：新 聞・業 界 専 門 誌 やビジネス誌 など、
読める媒体が定 期 的に追 加されており、今
後もどんどん追加していってもらえると嬉し
いですね。
あとAIにより活躍してもらって、１つの記事
情 報から、関連ニュースをマインドマップの
ように枝 葉を広げてレコメンドしてくれると
いいなと思います。読んだ 記事の前 提にな
る議 論 や周 辺のトピックも含めてたどれる
ようになると、情 報 収 集 の 効 率がより上 が
ると思います。

×

田中 博章さん

薮根 英 美さん



できるように 心がけ ています。そのために
は、情報収 集がとても重要になってきます。
社内へのインプットだけでなく、ウェブサイ
トや統合 報告書 等を通じて、当社の持 続 的
成 長 に 資 す る 非 財 務 情 報 を 開 示 して、ス
テークホル ダー の 皆さまから、評 価と信 頼
を高め、企業価値の向上に努めています。

情 報 収 集の習 慣 化と
収 録 媒体 の多さが
情 報の量と質を担 保する

― NIKKEI The KNOWLEDGEを導入する
ことになった経 緯について教えてください。

薮根： 2022年の12月からトライアル利用し、
2023年 4月から正 式に 利 用を開 始しました。
現在は当グループを構成する4 名で利用して
います。
ESGは 非 常に流 れ が 速いうえに、情 報 がさ
まざまな 媒 体 に 散らばってい るので、必 要
な 情 報を効 率よく集 める方法を常に模 索し
ていました。日ごろから的 確 に情 報を入手
しておかないと、ESGのトレンドを検 知して
弊 社がいかに対応すべきかを経営陣に提 案
することが できません。他 社の動 向も逐 一
把握しておく必要があります。
メンバー 一人ひとりは 責 任 感 を持って 取り
組 んでいますが、それでも担当分 野 の 枠 や
知 識の濃 淡 があるため、集 める情 報の質と
量に個 人 差が 発 生することは避けられませ
ん。そこに何 かてこ入れをするの も 難しく、
結 果として個々が独自の方法で得た 情 報を
共有して終わりになっていました。
導入前まではこれが当たり前と思ってやって

今 回 は、同 社 経 営 企 画 部 サ ステ ナ ビ リ
ティ推 進グループのメンバーに、NIKKEI 
The KNOWLEDGEの 活 用 方 法 や 効 果 に
ついてお話をうかがいました。

「 E S G 」の 情 報 収 集と
開 示を担う

―エ ネル ギ ー 安 定 供 給 を行 う御 社 に お い
て、サステナビリティ推 進 グル ープが 担う
役割についてお聞かせください。

田中さん（以下、敬称略）：当グループは、
損 益 計 算 書 や貸 借 対 照 表などの 財 務 情 報
を除いた「非財務 情報」を取り扱っています。
具体 的 にはESG情 報（環 境、社 会、企 業 統
治）に加え、中長 期の 経営戦 略 や 経営 課 題
などを指します。これらの情報は、「見えな
い資 産」であり、企 業 価 値 の 創 出、持 続 的
な成 長 を示す上で、重 要 性 が 高まっていま
す。我々は、非財 務 情 報の対外 開示にあた
り、社 内の 担 当部 署に働きか け、取り組み
や開 示の改善にかかるポイントをお 伝えし
ています。社内担当部 署に、ESGの課 題に
対して腹 落ち 感 をもって 取り組 んで もらう
ために、なぜ今それが必 要かを丁寧に説明

いましたが、NIKKEI The KNOWLEDGEを
活 用してい る今、当 時 を振り返ると、非 効
率だったなと思います。

―業 務の中でNIKKEI The KNOWLEDGE
はどんな風に活用していますか？

薮 根：キーワードを 登 録 すると、関 連 する
新 聞 や 雑 誌 記 事 の ヘッドラ イン を1日2回、
朝 夕にメールで 知らせ てくれます。意 識し
て取り組まないと情 報収 集はなかなかでき
ないもので、決まった時間にプッシュしてく
れるのはとてもありがたいですね。

鈴 木：情 報収 集 が習慣化されるので、時 間
の 有 効 活 用 にとても 役 立 ちます。NIKKEI 
The KNOWLEDGEの 機 能 を 使 って、メ ン
バー同士で記事を共 有できる点も便利です。
担当外の分 野についての理 解が深まる点で、
たいへん助かっています。

田 中：テーマに合 わ せてキーワード登 録を
すると、ヒットした 記 事が 一 覧 で並 びます。
当たり前のようですが 実はこれが 非常に便
利なのです。特定のワードについて網 羅 的
に 調 べ る こ と が で き、NIKKEI The 
KNOWLEDGEはかゆい所に手が届くサービ
スだと感じています。

和﨑：日 経 新 聞 や、日 経BP社 が 発 行 する
様々な 分 野・業 界 の専 門 誌も含めて、横 断
的に調 べることができるのは便利です。登
録したテーマに対して収 集された記 事を読
むと、興 味・関 心 を学 習して次 に 読 むべき
記事をレコメンドしてくれるのも、優 秀なア
シスタントという感じで助かります。

A Iが自分以 外 の 視 点を
取り込 んで 、幅 広く 、
そして深く解 像 度の高い
理 解 に到 達できる

― NIKKEI The KNOWLEDGEを 利 用して、
どのような効果を感じますか？

田 中：NIKKEI The KNOWLEDGE で は AI
が 記 事をおすすめしてくれますが、4人のメ
ンバーが 使うことで、それぞ れ の 視 点をAI
が学習してくれています。結果、自分 一人で
は 得 ることが できないような 幅 広い、かつ
業 務上の必 要性にマッチした記事にたどり
着くことができているように感じます。
加えて、コメント機 能を 使って 記 事 の 共 有
を日常的に行うことを通じて、コミュニケー
ション が以 前より密 になりました。コロナ
禍 に お けるリモ ートワ ー ク で 停 滞 気 味 に
なっていたコミュニケーションを、再起 動す
る1つのきっかけになったと思います。

鈴 木：ESGの領 域は専門 用語が 多く、知れ
ば 知るほど わからないことがかえって増え
ていくような面があります。
そ れ ら を 逐 一 NIKKEI The KNOWLEDGE
を 使って確 認すると、記 事 を 通して用 語 の
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意 味を理 解できるのに加えて、他 社の取り
組 み な ど に つ い て も 情 報 が 入ってきま す。
情 報の深 掘りの 起 点にもなりますし、自然
と解像 度の高い理 解に到達できるのはいい
ですね。

和﨑：個人的な感覚で恐 縮なのですが、「上
司 の 期 待 に 応 える 回 答」が で きる よう に
なったと感じています。
私は異動してきてまだ2年で、以前はまった
く畑 違いの 部 署にいたこともあり、当初 は
サステナビリティ推 進と言 われてもわから
ないことだらけ でした。上司 からの「日 経
新聞の記事の背景や事 実関 係を確 認してく
ださい」という指 示にも 以 前は手 間 取って
いたのですが、NIKKEI The KNOWLEDGE
を 使うようになってから、上司の 視 点 が自
分の中に蓄積されているように感じます。
上 司 の 指 示 を 受 け て NIKKEI The 
KNOWLEDGEで注目したいテーマを設 定し
て日々記 事 を読 んでいくことで、上司の 問
題 意 識に関する情 報 がレコメンドされるよ
うになります。日常 的にそれらの記 事に目
を 通していくことで、上司の 関 心 事 項 につ
いて、自分 の中に知 識 が 蓄えられていくわ
けです。結 果、上司からの 質 問にスムーズ
に対応できるようになりました。

― 今 後、NIKKEI The KNOWLEDGEを さ
らに 活 用していくために、期 待 することは
ありますか？

田中：当社のようにエネル ギー資 源の開 発
と生 産をともに行う同業他社は海 外に多い
ので、その 動 向 もサー チできるよう、海 外
の媒体も追加されたら嬉しいですね。

鈴木：NIKKEI The KNOWLEDGEを社内イ
ントラに連 携できると、全社 的な 情 報 感 度
アップにつな がるか もしれません。社 内の
イントラネットのトップページからNIKKEI 
The KNOWLEDGEのレコ メンド 記 事 を 見
られると、情 報 共 有 が 幅 広く、ス ムーズに
進むようになると思います。

和﨑：新 聞・業 界 専 門 誌 やビジネス誌 など、
読める媒体が定 期 的に追 加されており、今
後もどんどん追加していってもらえると嬉し
いですね。
あとAIにより活躍してもらって、１つの記事
情 報から、関連ニュースをマインドマップの
ように枝 葉を広げてレコメンドしてくれると
いいなと思います。読んだ 記事の前 提にな
る議 論 や周 辺のトピックも含めてたどれる
ようになると、情 報 収 集 の 効 率がより上 が
ると思います。

×

鈴木 祐太さん

https://www.nikkeimm.co.jp/ntk/

